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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱的に安定性で、硬化可能なラバーコンパウンディング用エラストマー組成物であって
、
ａ）ｉ）エチレンと、アクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、メタクリル酸のＣ1～Ｃ8

アルキルエステル、およびＣ2～Ｃ8カルボン酸のビニルエステルからなる群から選択され
るコモノマーとを含有するコポリマー、ならびに
ｉｉ）Ｃ1～Ｃ10アルキルアクリレートのホモポリマー、およびＣ1～Ｃ10アルキルアクリ
レートと４０重量パーセントまでのモノビニルモノマーとのコポリマーからなる群から選
択されるアルキルアクリレートポリマー、
からなる群から選択される８０～９５重量パーセントのエラストマーと、
ｂ）多官能性アクリル架橋剤および多官能性メタクリル架橋剤からなる群から選択される
２～３０重量パーセントの多官能性架橋剤と、
ｃ）０．２～５．０重量パーセントのＵＶ開始剤と、
を含有し、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の各重量パーセントは、成分ａ）、ｂ）およびｃ）
の合計重量に基づき、
ただしラテックス重合体エマルジョンと多官能性（メタ）アクリレートを含む組成物であ
って、前記エマルジョン中のラテックス重合体は４７モル％より以上のアクリレートを含
有しており、かつ２８℃より低いガラス転移温度を有している組成物を除くことを特徴と
する組成物。
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【請求項２】
　熱的に安定性で、硬化可能なラバーコンパウンディング用エラストマー組成物であって
、
ａ）ジエンと不飽和ニトリルとのコポリマー、およびジエンと不飽和ニトリルとの水素化
コポリマーからなる群から選択されるジエンコポリマーである８０～９５重量パーセント
のエラストマーと、
ｂ）多官能性アクリル架橋剤および多官能性メタクリル架橋剤からなる群から選択される
２～３０重量パーセントの多官能性架橋剤と、
ｃ）０．２～５．０重量パーセントのＵＶ開始剤と、
を含有し、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の各重量パーセントは、成分ａ）、ｂ）およびｃ）
の合計重量に基づき、
かつ当該エラストマー組成物はフィラーを含まないことを特徴とする組成物。
【請求項３】
　前記組成物はシール部材用であることを特徴とする請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　物品にシールを適用する方法であって、
Ａ）２５℃と２５０℃の間の温度で、
ａ）ｉ）エチレンと、アクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、メタクリル酸のＣ1～Ｃ8

アルキルエステル、およびＣ2～Ｃ8カルボン酸のビニルエステルからなる群から選択され
るコモノマーとを含有するコポリマー、ならびに
ｉｉ）Ｃ1～Ｃ10アルキルアクリレートのホモポリマー、およびＣ1～Ｃ10アルキルアクリ
レートと４０重量パーセントまでのモノビニルモノマーとのコポリマーからなる群から選
択されるアルキルアクリレートポリマー、
からなる群から選択される８０～９５重量パーセントのエラストマーと、
ｂ）多官能性アクリル架橋剤および多官能性メタクリル架橋剤からなる群から選択される
２～３０重量パーセントの多官能性架橋剤と、
ｃ）０．２～５．０重量パーセントのＵＶ開始剤と、
を配合して、熱的に安定性で、硬化可能な、押出可能なラバーコンパンディング用混合物
を形成する工程、
但し、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の各重量パーセントは、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の合
計重量に基づく、
Ｂ）未硬化のシールを形成するために所望される形状および厚さで、前記物品に前記押出
可能な混合物を付着させる工程、および
Ｃ）前記未硬化のシールに、該シールが硬化するのに十分な時間にわたって紫外線を照射
する工程
を具えることを特徴とする方法。
【請求項５】
　物品にシールを適用する方法であって、
Ａ）未硬化のシールを形成するために所望される形状および厚さで、前記物品に熱的に安
定で、硬化可能な、押出可能なラバーコンパウンディング用組成物を付着させる工程であ
って、
　前記組成物が、
ａ）ｉ）エチレンと、アクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、メタクリル酸のＣ1～Ｃ8

アルキルエステル、およびＣ2～Ｃ8カルボン酸のビニルエステルからなる群から選択され
るコモノマーとを含有するコポリマー、ならびに
　　ｉｉ）Ｃ1～Ｃ10アルキルアクリレートのホモポリマー、およびＣ1～Ｃ10アルキルア
クリレートと４０重量パーセントまでのモノビニルモノマーとのコポリマーからなる群か
ら選択されるアルキルアクリレートポリマー、
からなる群から選択される８０～９５重量パーセントのエラストマーと、
ｂ）多官能性アクリル架橋剤および多官能性メタクリル架橋剤からなる群から選択される
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２～３０重量パーセントの多官能性架橋剤と、
ｃ）０．２～５．０重量パーセントのＵＶ開始剤と、
を含有し、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の各重量パーセントは、成分ａ）、ｂ）およびｃ）
の合計重量に基づく組成物であり、および
Ｂ）前記未硬化のシールに、該シールが硬化するのに十分な時間にわたって紫外線を照射
する工程
を具えることを特徴とする方法。
【請求項６】
　物品にシールを適用する方法であって、
Ａ）２５℃と２５０℃の間の温度で、
ａ）ジエンと不飽和ニトリルとのコポリマー、およびジエンと不飽和ニトリルとの水素化
コポリマーからなる群から選択されるジエンコポリマーである８０～９５重量パーセント
のエラストマーと、
ｂ）多官能性アクリル架橋剤および多官能性メタクリル架橋剤からなる群から選択される
２～３０重量パーセントの多官能性架橋剤と、
ｃ）０．２～５．０重量パーセントのＵＶ開始剤と、
を配合して、熱的に安定性で、硬化可能な、押出可能なラバーコンパウンディング用混合
物を形成する工程、
但し、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の各重量パーセントは、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の合
計重量に基づく、
Ｂ）未硬化のシールを形成するために所望される形状および厚さで、前記物品に前記押出
可能な混合物を付着させる工程、および
Ｃ）前記未硬化のシールに、該シールが硬化するのに十分な時間にわたって紫外線を照射
する工程
を具え、
かつ当該エラストマー組成物はフィラーを含まないことを特徴とする方法。
【請求項７】
　エラストマーシール及びガスケットの製造方法であって、
Ａ）請求項１または２に記載の熱的に安定性で、硬化可能なラバーコンパウンディング用
エラストマー組成物を２５℃から２５０℃までの温度まで加熱し、所望の厚さである未硬
化のシール又はガスケットを形成するために前記組成物を基体上に付着させる工程、
Ｂ）エラストマー組成物のエラストマー成分が、エラストマー組成物の多官能性架橋剤と
反応することにより鎖間及び鎖内架橋を形成して、前記未硬化のシール及びガスケットが
硬化するのに十分な時間にわたって、前記未硬化のシール及びガスケットに紫外線を照射
する工程、
を具えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記物品は、熱可塑性樹脂材料又は金属を含むことを特徴とする請求項４から５のいず
れか一つに記載の方法。
【請求項９】
　前記基体は、熱可塑性樹脂材料又は金属を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法
。
【請求項１０】
　請求項１または２に記載の硬化可能なラバーコンパウンディング用エラストマー組成物
から製造されたことを特徴とする成形物。
【請求項１１】
　請求項４から請求項９のいずれか一つに記載の方法で製造されたことを特徴とする硬化
成形物。
【請求項１２】
　前記成形物はエラストマーシール又はガスケットであることを特徴とする請求項１１に
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記載の硬化成形物。
【請求項１３】
　硬化したエラストマーシール又はガスケットが接着されている基体であって、前記エラ
ストマーシール又はガスケットは請求項１または２に記載の硬化可能なラバーコンパウン
ディング用エラストマー組成物から製造され、そしてエラストマーシール及びガスケット
は前記基体上に所定の位置に直接的形成されていることを特徴とする基体。
【請求項１４】
　熱可塑性樹脂物であることを特徴とする請求項１３に記載の基体。
【請求項１５】
　金属物であることを特徴とする請求項１３に記載の基体。
【請求項１６】
　自動車部品であることを特徴とする請求項１３に記載の基体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本発明は、紫外（ＵＶ）線に曝すことにより硬化可能であるエラストマー組成物に関する
。さらに、本発明は、迅速にエラストマーシールを硬化する方法に関し、未硬化ポリマー
組成物を、シール要素またはシールされるべき表面に直接塗布することにより、そのシー
ルが形成されることを特徴とする。
【０００２】
（発明の背景）
エラストマー組成物は、そのような組成物に最適なゴム特性を与える架橋した網状構造を
発達させるために、加硫、すなわち硬化工程を必要とする。典型的に、その硬化プロセス
は、圧縮成形またはトランスファー成形方法に基づき、硬化剤および他の添加剤と十分に
コンパウンドされたエラストマーは、金型に入れられ、ついでその金型は加圧下で加熱さ
れる。成形プロセスの間に使用される高められた温度は、エラストマーと硬化剤との化学
反応を引き起こし、それによって架橋生成物を製造する。商業規模で製造される大部分の
エラストマーシールは、このようなプロセスを使用して硬化される。一般的に、このよう
に製造されるエラストマーシールおよびガスケットは、シールされるべき物品に手作業で
取り付けられる。代わりに、接着剤が使用されて物品にシール部材を付けることもときど
きある。そのような取り付け方法は、すべての場合に十分に満足というわけではなく、特
に、シール部材が熱可塑性樹脂物品に取り付けられなければならない場合には満足ではな
い。
【０００３】
例えば、エラストマーガスケットは、自動車のエンジンにおいて使用されるロッカーカバ
ーのような溝付きの部品に対するシール部材としてしばしば使用される。そのようなガス
ケットは、熱および油の影響に対して耐性でなければならない。伝統的に、エチレンアル
キルアクリレートコポリマーラバーのような硬化した耐油性エラストマー組成物は、手作
業でその溝に取り付けられる。今では、多くの自動車部品は、金属よりもむしろ高機能性
熱可塑性材料から形成される。溝付きの熱可塑性樹脂部品へのエラストマーシール部材の
手作業による適用は、多くの時間を必要とするプロセスである。さらに、その場でシール
を硬化することは、硬化温度か、またはいくつかの場合には後硬化温度が、通常は、熱可
塑性プラスチックの変形を引き起すのに十分に高いために、実用的ではない。その硬化温
度は下げられても、硬化速度が遅すぎる。したがって、未硬化状態で物品または溝に容易
に塗布でき、そして低温硬化方法に適したエラストマー組成物は、取り付けられたシール
部材を有する熱可塑性樹脂物品の製造において特に有用である。
ＵＶ硬化プロセスは、エラストマーを室温で硬化するために使用されている。例えば、欧
州特許第４８６２７８号は、ラテックスポリマーエマルジョンと多官能性（メタ）アクリ
レートとを含有する水性ベースのＵＶ硬化可能な塗料組成物を開示する。そのラテックス
ポリマーは、アクリレート含量が４７モルパーセントを超え、そしてガラス転移温度（Ｔ
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g）が２８℃以下である。日本国特許出願である特開平６－１１６５４６号は、光硬化可
能な樹脂、（メタ）アクリレートモノマー、有機または無機フィラー、熱可塑性樹脂また
はポリイソブチレンのいずれかである光硬化タイプのシーラント、および光または熱硬化
開始剤を含有するシーラント組成物を開示する。しかしながら、耐油性シーリング要素の
製造に適当なエラストマー組成物から形成されるＵＶ硬化可能な組成物は、先行技術には
開示されていない。
【０００４】
（発明の要旨）
本発明は、低温で架橋されることが可能である硬化可能な、耐油性エラストマー組成物に
関する。特に、本発明は、熱的に安定性の、硬化可能なエラストマー組成物であって、
ａ）ｉ）エチレンと、アクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、メタクリル酸
のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、およびＣ2～Ｃ8カルボン酸のビニルエ
ステルからなる群から選択されるコモノマーとを含有するコポリマー、
ｉｉ）Ｃ1～Ｃ10アルキルアクリレートのホモポリマー、およびＣ1～Ｃ10

アルキルアクリレートと４０重量パーセントまでのモノビニルモノマー
とのコポリマーからなる群から選択されるアルキルアクリレートポリマ
ー、および
ｉｉｉ）ジエンと不飽和ニトリルとのコポリマー、およびジエンと不飽和ニ
トリルとの水素化コポリマーからなる群から選択されるジエンコポリマ
ー、
からなる群から選択される８０～９５重量パーセントのエラストマーと、
ｂ）多官能性アクリル架橋剤および多官能性メタクリル架橋剤からなる群から選
択される少なくとも２重量パーセントの多官能性架橋剤と、
ｃ）０．２から５．０重量パーセントのＵＶ開始剤と、
を含有し、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の各重量パーセントは、成分ａ）、ｂ）およびｃ）
の合計重量に基づくことを特徴とする組成物に関する。
【０００５】
本発明は、さらに、物品にシールを適用する方法であって、
Ａ）２５℃と２５０℃の間の温度で、
ａ）ｉ）エチレンと、アクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、メタクリル
酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、およびＣ2～Ｃ8カルボン酸のビニ
ルエステルからなる群から選択されるコモノマーとを含有するコポリ
マー、
ｉｉ）Ｃ1～Ｃ10アルキルアクリレートのホモポリマー、およびＣ1～Ｃ

10アルキルアクリレートと４０重量パーセントまでのモノビニルモ
ノマーとのコポリマーからなる群から選択されるアルキルアクリレー
トポリマー、および
ｉｉｉ）ジエンと不飽和ニトリルとのコポリマー、およびジエンと不飽和
ニトリルとの水素化コポリマーからなる群から選択されるジエンコポ
リマー、
からなる群から選択される８０～９５重量パーセントのエラストマーと、
ｂ）多官能性アクリル架橋剤および多官能性メタクリル架橋剤からなる群から
選択される少なくとも２重量パーセントの多官能性架橋剤と、
ｃ）０．２から５．０重量パーセントのＵＶ開始剤と、
を配合して、熱的に安定性の、硬化可能な、押出可能な混合物を形成する工程、、但し、
成分ａ）、ｂ）およびｃ）の各重量パーセントは、成分ａ）、ｂ）およびｃ）の合計重量
に基づく、
Ｂ）未硬化のシールを形成するために所望される形状および厚さで、前記物品に前記押出
可能な混合物を付着する工程、および
Ｃ）前記未硬化のシールに、該シールが硬化するのに十分な時間にわたって紫外線を照射
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する工程
を具えることを特徴とする方法に関する。
【０００６】
（発明の詳細な説明）
本発明の熱的に安定性の硬化可能な組成物は、３成分：耐油性エラストマー、多官能性ア
クリルまたはメタクリル架橋剤、およびＵＶ開始剤を含有する。その組成物は紫外線の作
用により硬化可能であるが、それらは、未硬化のエラストマー配合物を加工するために、
例えば、混合または押出し操作において使用される温度で熱的に安定性である。そのよう
な温度は、一般的に２５℃から２５０℃の範囲である。熱的に安定性とは、その組成物が
自然に架橋網目を形成しない、すなわち硬化しないことを意味する。すなわち、Ｍｏｖｉ
ｎｇ　Ｄｉｅ　Ｒｈｅｏｍｅｔｅｒにおいてその加工温度に３０分間当てたときに、トル
クにおいて実質的な増加がない（すなわち、１ｄＮｍより小さい増加）ことによって示さ
れるように、その加工温度に加熱されたときに、その組成物の粘度は初期値の±５０％以
内で一定のままである。適当な加工温度は、使用される特定のＵＶ開始剤およびアクリル
またはメタクリル架橋剤の分解温度に依存する。しかしながら、加工温度は、最終用途に
対して要求される程度まで硬化可能なエラストマー組成物が流れるように十分に高くなけ
ればならない。これは、一般的に２５℃から２５０℃であり、好ましくは９０℃から１７
０℃である。その組成物は、加熱され、またはスクリュー押出機、ギアポンプ、もしくは
ピストンポンプ中などの機械的動作に当てられるときに、粘弾性流れが可能であり、およ
び計量され、そしてシールのような造形物に形成されることもできる。これらの物品は、
紫外線に曝すことにより後で硬化されてもよい。
【０００７】
その組成物のエラストマー成分は、原料（すなわち未硬化の）エチレンコポリマーラバー
、原料アクリレートラバー、またはジエンと不飽和ニトリルとの原料エラストマーコポリ
マー（すなわちニトリルラバー）であってもよい。本発明の実施に有用なエチレンコポリ
マーラバーは、２つの主要なタイプのものである。第１のタイプは、アクリル酸のＣ1～
Ｃ8アルキルエステル、またはメタクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステルの共重合単位を
有するエチレンコポリマーを含む。第２のタイプは、Ｃ2～Ｃ8カルボン酸のビニルエステ
ルの共重合単位を有するエチレンコポリマーを含む。これらの種類のコポリマーのそれぞ
れは、ジポリマーまたは他のコモノマーの共重合単位を有する一層高次のコポリマーを含
む。
【０００８】
そのコポリマーがジポリマーであるとき、そのエチレン含量は、約２０～８５重量パーセ
ント、好ましくは３０～６５重量パーセントの範囲である。そのような組成物の代表例は
、エチレンと、例えば、メチルアクリレート、エチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレ
ート、イソブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、ヘキシルアクリレー
トとのコポリマー、並びにエチレンと、例えば、ビニルアセテート、ビニルプロピオネー
ト、およびビニルヘキサノエートとのコポリマーを含む。エチレンと、例えば、メチルメ
タクリレート、エチルメタクリレート、イソブチルメタクリレート、２－エチルヘキシル
メタクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、またはヘキシルメタクリレートとのコポリ
マーが使用されてもよいが、エチレンアクリレートコポリマーおよびエチレンビニルエス
テルコポリマーが好ましい。メチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、およびビニ
ルアセテートは、最も好ましいコモノマーに含まれる。そのコポリマーは、一般的に、１
００℃でのＭＬ（１＋４）は１～６０、好ましくは１００℃でのＭＬ（１＋４）は１～２
０の範囲のムーニー粘度を有する。ジポリマーの配合物を使用してもよい。
【０００９】
本発明の組成物のポリマー成分としての使用に適当であるエチレンの一層高次のエラスト
マーコポリマーの具体例は、ａ）エチレンと、ｂ）アルキルアクリレート、アルキルメタ
クリレート、またはカルボン酸のビニルエステルと、ｃ）不飽和酸とのコポリマーを含む
。特定の具体例は、ａ）エチレンと、ｂ）アクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、メタ
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クリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、またはＣ2～Ｃ8カルボン酸のビニルエステルと、
ｃ）アルファ、ベータ－不飽和モノカルボン酸、アルファ、ベータ－不飽和ジカルボン酸
、およびアルファ、ベータ－不飽和ジカルボン酸のモノエステルからなる群から選択され
る３～１２の炭素原子のカルボン酸との共重合単位を有するターポリマーを含む。そのコ
ポリマーのエチレン含量は、そのポリマーの約２５～７０重量パーセント、好ましくは３
５～６５重量パーセントの範囲であり、そしてアルファ、ベータ－不飽和モノもしくはジ
カルボン酸、またはアルファ、ベータ－不飽和酸のモノエステルは、０．１～１０重量パ
ーセント、好ましくは０．５～５．０重量パーセントのカルボン酸基を提供するのに十分
な量で存在する。適当なアルファ、ベータ－不飽和モノまたはジカルボン酸は、アクリル
酸およびメタクリル酸のようなモノカルボン酸；マレイン酸、フマル酸、およびイタコン
酸のようなジカルボン酸；並びに、エチル水素マレエート、エチル水素フマレート、およ
び２－エチルヘキシル水素マレエートのようなジカルボン酸のモノエステルを含む。アク
リル酸、メタクリル酸、およびエチル水素マレエートが好ましい。そのアルキルアクリレ
ートまたはビニルエステルコモノマーは、ポリマーの２５～７０重量パーセント、好まし
くは３０～６５重量パーセントを構成する。そのポリマーにおける使用に適当なアルキル
アクリレートは、アクリル酸のＣ1～Ｃ8アルキルエステル、例えば、そのメチル、エチル
、ｎ－ブチル、イソブチル、ヘキシル、および２－エチルヘキシルエステルを含む。メチ
ル、エチル、およびブチルアクリレートが好ましい。メチルアクリレートが最も好ましい
。そのポリマーにおける使用に適当なカルボン酸のビニルエステルは、２～８個の炭素原
子を有するカルボン酸のビニルエステル、例えば、ビニルアセテート、ビニルプロピオネ
ート、ビニルヘキサノエート、およびビニル２－エチルヘキサノエートを含む。ビニルア
セテートが好ましい。これらのコポリマーのムーニー粘度、１００℃でのＭＬ（１＋４）
は、一般的に１～５０、好ましくは１～２０の範囲である。そのようなコポリマーの代表
例は、エチレン／メチルアクリレート／メタクリル酸コポリマー；エチレン／メチルアク
リレート／エチル水素マレエートコポリマー；エチレン／アクリル酸／ビニルアセテート
コポリマー；エチレン／ブチルアクリレート／アクリル酸コポリマー；エチレン／ビニル
アセテート／メタクリル酸コポリマー；エチレン／フマル酸／メチルアクリレートコポリ
マー；エチレン／メチルアクリレート／一酸化炭素／メタクリル酸コポリマー；およびエ
チレン／エチル水素マレエート／一酸化炭素／ビニルアセテートコポリマーのようなター
ポリマーおよびテトラポリマーを含む。コポリマー配合物を使用してもよい。
【００１０】
本発明の実施における使用に適当なもう１種のエラストマーエチレンコポリマーは、エチ
レンと、アクリルエステルまたはビニルエステルと、グリシジルアクリレートまたはメタ
クリレートと、随意に一酸化炭素との共重合単位を含む。一般的に、そのような組成物は
、３０～７０重量パーセントのエチレンと、２５～６５重量パーセントのアクリルまたは
ビニルエステルと、２～１０重量パーセントのグリシジルアクリレートまたはメタクリレ
ートと、０～１５重量パーセントの一酸化炭素を含み、その重量パーセントの合計は１０
０重量パーセントである。エチレンと、アクリレートエステルと、グリシジルメタクリレ
ートとのコポリマーが好ましい。典型的なアルキルアクリレートおよびコモノマーとして
使用されるアルキルアクリレートは、メチルアクリレート、エチルアクリレート、プロピ
ルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、およびヘキシルア
クリレートを含む。典型的なコポリマーは、エチレン／メチルアクリレート／グリシジル
メタクリレート、エチレン／ｎ－ブチルアクリレート／グリシジルメタクリレート、エチ
レン／ビニルアセテート／グリシジルメタクリレート、およびエチレン／メチルアクリレ
ート／一酸化炭素／グリシジルメタクリレートを含む。
【００１１】
本発明の実施における使用に適当なエラストマーエチレンコポリマーのさらなる種類は、
エチレン；ビニルアセテート、Ｃ1～Ｃ8アルキルアクリレートまたはＣ1～Ｃ8アルキルメ
タクリレート；一酸化炭素または二酸化硫黄の共重合単位を含有する。そのコポリマーの
ビニルアセテート、アルキルアクリレート、またはアルキルメタクリレートの含量は、一
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般的に２０～５０重量パーセントであり、そして一酸化炭素または二酸化硫黄の含量は、
一般的に５～４０重量パーセントである。そのようなコポリマーの具体例は、エチレン／
ビニルアセテート／一酸化炭素、エチレン／ｎ－ブチルアクリレート／一酸化炭素、エチ
レン／メチルアクリレート／一酸化炭素、エチレン／エチル水素マレエート／一酸化炭素
／ビニルアセテートを含む。
【００１２】
ジポリマーおよび上記の一層高次のコポリマーの両方ともが、米国特許第３，８８３，４
７２号において一般的に記載されているように、攪拌される反応器中、少なくとも１種の
ラジカル開始剤の存在下、約１００℃から３００℃の温度、および約１３０から３５０Ｍ
Ｐａの圧力で、エチレンとそのコモノマーとの連続共重合により一般的に調製される。最
も好ましいコポリマーは、約２～２５重量パーセントのメタノールまたはアセトンの存在
下で調製され、よって反応基の汚れが減少され、または除かれる。
【００１３】
そのエラストマー成分は、Ｃ1～Ｃ10アルキルアクリレートのホモポリマーまたはコポリ
マーを含有するアクリレートラバーの種類から選択されてもよい。好ましいアルキルアク
リレートは、エチルアクリレート、ブチルアクリレート、および２－エチルヘキシルアク
リレートを含む。コポリマーアクリレートラバーは、４０重量パーセントまでのモノビニ
ルモノマー、例えば、スチレン、アクリロニトリル、ビニルブチルエーテル、アクリル酸
、および主たるアルキルアクリレートコモノマーとは異なるＣ1～Ｃ10アルキルアクリレ
ートである共重合単位を含有する。そのようなコポリマーは市販されており、例えば、Ｈ
ｙｔｅｍｐ（登録商標）アクリレートラバー（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｚｅｏｎ，ＫＫから入手可
能なアクリルホモポリマーおよびコポリマーラバー）、およびＴｏａｃｒｏｎ（登録商標
）ＡＲ－６０１（Ｔｏａ　Ｐａｉｎｔ，ＫＫから入手可能なポリエチルアクリレートポリ
マー）である。
【００１４】
さらに、そのエラストマー成分は、ジエンと不飽和ニトリルとのコポリマーであってもよ
い。そのジエンは、例えばブタジエンであってもよい。そのニトリルは、好ましくはアク
リロニトリルである。そのようなコポリマーはニトリルラバーとして知られており、そし
て市販されている。それらは、一般的に、アクリロニトリル含量が１８～５０重量％であ
る。水素化ニトリルラバーも、本発明の組成物における使用に適当である。
【００１５】
本発明の組成物のエラストマー成分は、単一のエラストマーと同様にエラストマーの配合
物であってもよい。ひとつのエラストマーだけが紫外線に曝されることにより硬化するこ
とが可能である配合物も本発明により予想される。
【００１６】
エラストマー成分に加えて、本発明の硬化可能な組成物は、少なくとも１種の多官能性ア
クリル架橋剤またはメタクリル架橋剤を含む。多官能性アクリルまたはメタクリル架橋剤
は、ポリヒドロキシル化合物、一般的に多価アルコールと、アクリル酸またはメタクリル
酸との反応生成物であるエステルであり、架橋剤は少なくとも２つの炭素－炭素２重結合
を有するものを意味する。そのような組成物は、当該技術において、多官能性アクリレー
トまたは多官能性メタクリレートと慣用的に称される。典型的な多官能性アクリレートお
よびメタクリレートは、１５０から１，０００の分子量を有し、そして分子当たり少なく
とも２つの重合可能な不飽和基を含む。
【００１７】
典型的な多官能性アクリル架橋剤は、エチレングリコールジアクリレート；エチレングリ
コールジメタクリレート；１，６－ヘキサンジオールジアクリレート；１，６－ヘキサン
ジオールジメタクリレート；１，４－ブタンジオールジアクリレート；ペンタエリトリト
ールトリアクリレート；ペンタエリトリトールテトラアクリレート；ジペンタエリトリト
ールペンタアクリレート；メトキシ１，６－ヘキサンジオールペンタエリトリトールトリ
アクリレート；トリメチロールプロパントリアクリレート；テトラエチレングリコールジ
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アクリレート；ポリメタクリレートウレタン；エポキシアクリレート；ポリエステルアク
リレートモノマーおよびオリゴマー；トリメチロールプロパンプロポキシレートトリアク
リレート；ポリ－ｎ－ブチレンオキシドグリコールジアクリレート；およびビスフェノー
ルＡ　アルキレンオキシド付加物ジアクリレートのようなアクリレートおよびメタクリレ
ートを含む。トリメチロールプロパントリアクリレートおよびトリメチロールプロパント
リメタクリレートは容易に入手可能であるため、これらの化合物は好ましい架橋剤である
。さらに、ジエチレングリコールジメタクリレートのような二官能性アクリレートを含有
する組成物と比較して、これらの架橋剤を含有する組成物において圧縮永久歪みおよび架
橋結合密度は高められる。
【００１８】
多官能性アクリルおよびメタクリル架橋剤は、照射されると単独重合が可能である。した
がって、本発明の硬化可能な組成物が紫外線に曝されるとき、２つの反応が同時に起こる
。多官能性架橋剤は、エラストマー性ポリマー成分と反応して、鎖間および鎖内架橋を形
成し、ラバーマトリックスをもたらす。さらに、過剰の多官能性架橋剤は単独重合し、そ
して、フィラーがエラストマーを強化するのとほとんど同じ方法で、そのラバーマトリッ
クスを強化するために作用する貫入している網目を形成する。したがって、硬化可能な組
成物に存在する多官能性架橋剤の割合を調節することにより最終的に硬化した生成物の硬
度を制御することができる。一般的に、二官能性アクリレートおよびメタクリレートは、
一層高い官能価を有する類似物と比較してあまり効率的ではない架橋剤である。したがっ
て、一層高い官能価を有する種類の架橋剤が、本発明の目的のために好ましい。
【００１９】
ラバー加工技術において慣用的に使用される方法によってコンパウンドされ、そして硬化
されたエラストマー性材料は、一般的に強化材としてカーボンブラックまたはミネラルフ
ィラーを含有する。強化は、硬度、モジュラス、および引張強さのような特性に反映され
る。一般的に、強化されたエラストマーは、非線形応力／歪み依存により特徴づけられる
。これに対して、未強化エラストマー組成物は、一層高い変形において実質的に増加しな
い低変形における当初の応力蓄積により特徴づけられる。さらに、未強化エラストマー組
成物は、相対的に低い極限引張強さで破壊する傾向がある。
【００２０】
ＵＶで開始される反応におけるフィラーの使用は、通常、ＵＶ硬化プロセスを妨げること
が予想されるであろう。しかしながら、本発明の方法は、半透明の組成物の硬化を可能に
する。強化は、貫入している網目の形成による架橋と同時に達成される。その結果物は、
エラストマーマトリックスに化学的に結合されていないフィラーを含有する伝統的なエラ
ストマーの応力／歪み挙動よりも一層線形である応力／歪み挙動を示す。
【００２１】
本発明の組成物に存在する多官能性アクリルまたはメタクリル架橋剤の量は、ポリマー、
多官能性架橋剤、およびＵＶ開始剤の合計重量に基づいて、少なくとも２重量パーセント
である。ポリマー、多官能性架橋剤、およびＵＶ開始剤の合計重量に基づいて、好ましい
組成物は５～２０重量パーセントの多官能性架橋剤を含有し、最も好ましい組成物は５～
１５重量パーセントの多官能性架橋剤を含有する。
【００２２】
本発明の硬化可能な組成物の第３成分は、ＵＶ開始剤である。それは、分子内ホモリテッ
ク結合開裂によるか、または分子間水素引き抜きによる、ＵＶで開始されるラジカルの形
成を促進するために従来使用されるそれらの有機化学化合物から選択されてもよい。その
ような薬剤は、アリールカルボニル基または第３アミノ基を有する有機化合物を含む。使
用に適当な化合物には、ベンゾフェノン；アセトフェノン；ベンジル；ベンズアルデヒド
；ｏ－クロロベンズアルデヒド；キサントン；チオキサントン；９，１０－アントラキノ
ン；１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン；２，２－ジエトキシアセトフェノン
；ジメトキシフェニルアセトフェノン；メチルジエタノールアミン；ジメチルアミノベン
ゾエート；２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン；２，２－ジ
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－ｓｅｃ－ブトキシアセトフェノン；２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－
１－オン；ベンジルジメトキシケタール；ベンゾインメチルエーテル；およびフェニルグ
リオキサールを含む。紫外線に曝すと、種々の光化学転位が起こり、例えば、ＵＶ開始剤
は、多官能性アクリルまたはメタクリル架橋剤のアクリレート末端基と反応するフリーラ
ジカル反応分裂片を形成することもできる。これは、アクリルまたはメタクリル架橋剤の
単独重合と同様にポリマーの架橋も起す。好ましいＵＶ開始剤は、１－ヒドロキシシクロ
ヘキシルフェニルケトンであり、紫外線に曝されたときにフリーラジカルを迅速に発生さ
せるからである。ＵＶ開始剤の混合物も使用することができる。これはある場合にはラジ
カルの一層効率的な生成をもたらすために所望されることがしばしばある。一般的に、Ｕ
Ｖ開始剤は、ポリマー、多官能性架橋剤、およびＵＶ開始剤の総重量に基づいて０．２か
ら５．０重量パーセントの量で存在する。しかしながら、ポリマー、架橋剤、およびＵＶ
開始剤の総重量に基づいて、０．５～２．５重量パーセントの間でＵＶ開始剤を使用する
ことが好ましく、０．５～１．０重量パーセントのＵＶ開始剤を使用することが最も好ま
しい。それは、高レベルの光開始剤は貫入を妨げ、および全体的な架橋結合密度に実質的
に寄与しない傾向があるからである。当業者は、未硬化ガムエラストマーと架橋剤の特定
の組み合わせそれぞれに対して光開始剤の最適なレベルがあることを認識するであろう。
例えば、水素化ニトリルラバーは、一般的に、エチレンとメチルアクリレートとエチル水
素マレエートとのコポリマーよりも高レベルの光開始剤を必要とする。一層高いレベルの
光開始剤は、硬化した組成物の表面における架橋結合密度を高める。低レベルの光開始剤
は、いくつかのミリメートル厚さであるサンプルの一層良好な（すなわち、一層低い）圧
縮永久歪みをもたらすことができる。
【００２３】
さらに、本発明の目的のために、加工温度は、ＵＶ開始剤の熱劣化が起こる温度を超えて
はならない。いくつかの場合には、そのような劣化は、フリーラジカルの形成のためにス
コーチな組成物をもたらすであろう。これは、加工装置内で熱的に誘発された開始剤の分
裂が、エラストマーの早期架橋をもたらすためである。他の場合には、開始剤の不活性化
のために遅い硬化の組成物がもたらされるであろう。劣化温度は、特定のＵＶ開始剤のそ
れぞれに対して相違する。ラバーの種類および添加剤の量に応じて、加工温度は２５℃か
ら２５０℃の間の範囲である。２５０℃までの温度で基体に適用することができる安定な
エラストマー組成物を提供することは、本発明の課題である。
【００２４】
エラストマー成分、多官能性アクリルまたはメタクリル架橋剤成分、およびＵＶ開始剤成
分は、本発明の組成物中に特定の相対比で存在する。すなわち、エラストマーは、エラス
トマー、架橋剤、およびＵＶ開始剤の総重量に基づいて、８０～９５重量パーセントの量
で存在する。多官能性架橋剤は、エラストマー、架橋剤、およびＵＶ開始剤の総重量に基
づいて、少なくとも２重量パーセントの量で存在する。最後に、ＵＶ開始剤は、エラスト
マー、架橋剤、およびＵＶ開始剤の総重量に基づいて、０．２～５．０重量パーセントの
量で存在する。好ましくは、エラストマー成分は、エラストマー、架橋剤、およびＵＶ開
始剤の総重量に基づいて、８０～９５重量パーセントの量で存在する。架橋剤のレベルは
、本発明の硬化可能な組成物における圧縮永久歪み耐性および硬度を決定する。２重量パ
ーセントより少ない架橋剤が存在するなら、低い硬度および劣った圧縮永久歪み耐性を有
する組成物が形成される。３０重量パーセントより多い架橋剤は、７０ショアーＡを超え
る硬度の組成物の製造をもたらす。このような組成物は、一般的に、シーリング、特にガ
スケッティング用途における使用には適していない。したがって、選択される特定成分の
範囲は、意図される特定の最終用途に応じる。
【００２５】
ラバーコンパウンディングにおいて慣用的に使用される種々の添加剤は、本発明の組成物
に混合されて、それらを改質、安定化、および強化してもよい。好ましくは、そのような
添加剤は、未硬化のポリマー成分の架橋反応を実質的に妨げない量で使用される。例えば
、紫外光に対して不透明であるフィラーが多量に使用されるなら、その充填された組成物
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は、むらなく全体にわたって硬化しないか、または組成物の表面だけが硬化する。通常、
フィラーは、１００部のエラストマー当たり約１５部までの量で使用されることができる
。典型的な具体例は、ミネラルまたはガラス繊維のような非黒色のフィラーを含む。ポリ
テトラフルオロエチレンおよびアラミド繊維のような高い強化効率のポリマーフィラーを
、一般的に低レベルで使用してもよい。
【００２６】
本発明の組成物の耐熱性および耐酸化性は、酸化防止剤の混合により高めることもできる
。一般的に、芳香族酸化防止剤、特に芳香族アミンが使用される。そえらの保護作用のた
め、これらの化合物は、紫外線により開始されるフリーラジカル架橋反応をある程度まで
妨げる。酸化防止剤がないと、その組成物は、７日間にわたって１５０℃の温度に曝され
たときに、表面クラッキングを受ける。最も有用な酸化防止剤には、４，４′－ビス（α
，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミン、および４，４′－ビス（α，α－ジメチル
ベンジル）ジフェニルアミンと４－（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミンとの
配合物が含まれる。ヒンダードフェノールを使用してもよいが、それらは、芳香族アミン
よりも硬化反応を妨げる。酸化防止剤は、通常、ポリマー１００部当たり０．５～２部の
間のレベルで混合される。ラバーコンパウンディングに慣用的に使用される他の添加剤、
例えば、可塑剤、定着剤、難燃剤、および加工助剤も本発明の組成物に混合されることも
できる。
【００２７】
アクリルまたはメタクリル架橋剤の商業サンプル中に抑制剤が存在する結果として、少量
のこれらの添加剤も本発明の組成物中に存在することができる。抑制剤は、一般的に低量
、例えば１５００ｐｐｍ（架橋剤の重量に基づく１００万当たりの部）未満で存在する。
それらは作用して、貯蔵および出荷の間に熱的に誘発される架橋剤の重合を妨げる。
【００２８】
本発明の組成物は、その場でのガスケッティングとして知られる方法を用いたエラストマ
ーシールおよびガスケットの製造に特に適当である。すなわち、本発明の組成物は、２５
℃～２５０℃、好ましくは９０℃～１７０℃の温度まで加熱される。ついで、その加熱さ
れた組成物は、基体の上に計量されて、所望の厚さである未硬化のシールを形成し、つい
で硬化される。したがって、そのシールは、別の成形工程においてよりもむしろ、その場
でシールされるべき物体に直接的に形成される。典型的に、未硬化のシールは、１～１５
ｍｍの厚さで、好ましくは２～８ｍｍの厚さで形成される。
【００２９】
ロボット化されたホットメルト装置は、その場でガスケットを適用するために使用される
こともできる。本発明の方法のひとつの実施の形態において、低粘度エラストマー成分を
有する本発明の硬化可能な組成物は、加熱された圧盤およびピストンを有するドラムに導
入される。加熱されるとき、その組成物は軟質および押出可能になる。それは、一般的に
、相対的に低い圧力で、典型的に５．０バール（すなわち、０．５ＭＰａ）未満で、ピス
トンの作用によりドラムから押し出される。ついで、その組成物は、加熱された管を通っ
てギアまたはピストンポンプにより、精密および迅速な計量が可能である多次元工業用ロ
ボットに据え付けられた塗布ガンに供給される。この方法において、組成物は、例えば成
形により、製造されたばかりの熱可塑性樹脂物品の溝に導入されることができる。その溝
中の未硬化エラストマーのビードは、それが冷却されるので迅速に凝固し、そして未硬化
のシーリング要素を形成する。この塗布方法は、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘
度が１～２０である低粘度エチレンアクリルエラストマー、ポリアクリレートラバー、ニ
トリルラバー、またはエチレンビニルアセテートエラストマーに対して適している。その
方法は、相対的に低い圧力を使用してドラムから押出すことができる。連続供給および計
量ポンプは、１０００Ｐａ・ｓまでの粘度を有する本発明の組成物の取り扱いを可能にす
る。ホットメルト装置は、その組成物を加熱された管に導入するために押し出し機を使用
することにより、いくらか一層高い粘度、例えば、１００℃でＭＬ（１＋４）＝７０を有
する組成物に対して使用されてもよい。その結果、粘度が減少して、一層高い粘度の組成
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物からのシールの形成を可能にする。
【００３０】
もうひとつの実施の形態において、本発明の相対的に高い粘度の組成物は、その場でのガ
スケッティング方法により、未硬化のシールに形成されてもよい。ホットメルト装置を使
用する代わりに、シールされるべき物品にエラストマー組成物を搬送するためにスクリュ
ー押出し機が専ら使用される。スクリュー押出し機の使用は、ホットメルト装置を使用す
る方法と比較してポリマーへの相対的に高いエネルギー入力をもたらす。押出し機中のエ
ラストマーの劣化を最小にするために、押し出しプロセスは、コンパウンドの温度を２５
０℃より上げさせてはならない。これは、一般的に、低い押し出し速度を必要とする。し
たがって、押し出しプロセスは、一般的に、一層遅い製造方法である。さらに、そのよう
な装置は、高い投入費用を必要とする。当業者は、押し出しに適当な温度は、未硬化のエ
ラストマーの粘度、未硬化のエラストマーの分子量、架橋剤のレベル、光開始剤の分解温
度、および架橋剤の揮発温度に依存することを認識し、そして特定の状況に対して最適で
ある２５℃～２５０℃の範囲内の値を選択する。
【００３１】
上記の方法により製造されるシールのエラストマー特性を最適にするために、シールは架
橋、すなわち硬化されなければならない。そのような方法において、迅速な架橋反応を達
成するために熱－活性化硬化システムを使用することは実用的ではない。計量工程の間に
、シールを形成するために使用される硬化可能な組成物を、加工しにくい、架橋した材料
に変換するというリスクがある。特に、硬化可能な組成物は、加熱されるか、または機械
的作用により引き起こされる温度上昇に当てられるので、架橋反応が誘発される。計量の
間の早期ゲル化（すなわちスコーチ）を制御することは困難である。架橋した組成物は容
易に流れないため、スコーチな生成物をもたらすプロセスは所望されない。したがって、
熱的に誘発される架橋反応による異種開裂硬化システムは、本発明の方法には適してない
。さらに、過酸化物の熱分解に依存する最も慣用のホモリティック開裂、すなわちフリー
ラジカル、硬化プロセスも、本発明の方法における使用には適さない。しかしながら、本
発明の組成物は、ＵＶで誘発されるフリーラジカルプロセスによって効果的に硬化するこ
とができることが見出されている。
【００３２】
本発明のエラストマー組成物のＵＶ硬化は、室温または一層高い温度で行われてもよい。
例えば、エラストマー組成物がシーラントとして使用されるようなある状況において、シ
ールされるべき物体に未硬化の組成物を塗布した後にすぐに光硬化を行うことが所望され
てもよい。その点で、組成物の温度は２５０℃程度の高さであってもよい。しかしながら
、硬化可能な組成物を加熱することは、効果的な光硬化に対して必要もないし、特に好ま
しくもない。さらに、熱可塑性樹脂物品においてその場でのガスケッティング方法により
シールを形成するために組成物が使用されるとき、低温硬化は、熱可塑性樹脂の劣化また
は熱変形のいかなる可能性をも最小にする。さらに、不活性雰囲気においてＵＶ照射を行
うことは必要ではない。硬化反応は、大気条件下で実施することができ、有害作用はない
。
【００３３】
本発明の目的のために、硬化反応を達成するために使用される照射の波長スペクトルは、
典型的に、ＵＶ開始剤の吸収極大に対応する。これは典型的に約２００～４００ナノメー
トルの範囲である。適当な紫外線源は、中圧水銀灯、無電極ランプ、パルスキセノン灯、
およびハイブリッドキセノン／水銀灯を含む。好ましい配列は、反射体と一緒に１または
２以上のランプを具え、その反射体は照射されるべき表面にわたってむらなく紫外線を拡
散する。照射量は、そのポリマー組成物が硬化するのに十分でなければならない。平方セ
ンチメートル当たり少なくとも約１０ジュール、好ましくは２０ジュールの照射量が、通
常、最適な硬化に対して十分である。必要とされる照射量は、硬化可能な組成物の少量サ
ンプルを硬化し、そして硬化後に引張強さおよび伸びのような物理的特性を測定すること
により容易に決定することができる。たいていの場合には、硬化の許容可能な程度は、３
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する架橋剤のレベル、および存在するフィラーのレベルと同様に、ランプの強度、そのＵ
Ｖの範囲にわたる出力の分布、サンプルの厚さに応じてなされる。例えば、フィラーを含
有するエチレンアクリレートコポリマーラバーは、フィラーを含まない同一の組成物より
も長い硬化時間を必要とする。
【００３４】
発泡剤を本発明の硬化可能な組成物に混合してもよい。そのような状況において、紫外線
に曝す間に起こる同時加熱により誘発される発泡剤の熱分解の結果として、硬化可能な組
成物を紫外線に曝すことにより気泡構造が形成される。この加熱現象は、さらなる加熱の
外部適用により増大および制御されてもよい。使用されてもよい典型的な発泡剤は、ｐ，
ｐ′－オキシビスベンゼンスルホニルヒドラジド、アゾジカルボンアミド、ｐ－トルエン
スルホニルセミカルバジド、ジニトロソペンタメチレンテトラミンを含む。代わりに、Ｕ
Ｖ硬化反応は、冷却を伴って達成されてもよく、したがって、硬化および発泡は同時によ
りもむしろ順次的に起こる。すなわち、硬化可能な組成物は冷却されながら紫外線に曝さ
れ、ついでその硬化した組成物は、熱風トンネルを通過して発泡を引き起こす。低比重の
独立気泡構造は、そのようなプロセスにより調製されてもよい。例えば、比重が０．３ｇ
／ｃｍ3の構造体を得ることもできる。
【００３５】
本発明の硬化可能なエラストマー組成物は、一般的なラバー製品および電線被覆の製造に
おいて有用である。しかしながら、それらは、熱可塑性樹脂物品をシールするために使用
されるシールおよびガスケット、特に自動車用途において使用されるそれらの調製におい
て、最も有利に使用される。
【００３６】
本発明は、次の実施例により具体的に説明される。特に示されない限りすべての部は重量
に基づく。
【００３７】
（実施例）
実施例１
ラバーミルで、エチレンとメチルアクリレートのコポリマー（エチレン含量は３４重量％
、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８である）９２．５部、トリメチロールプ
ロパントリアクリレート７．５部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（７
５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－ジ
メトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシド２５重量％
の混合物であり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部、お
よびＮａｕｇａｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベ
ンジル）ジフェニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０
．５部を混合することにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物を調製した。Ｔｅ
ｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することによ
り６ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。８０ワット／ｃｍで波長がおよそ２５０～４０
０ｎｍである照射を発する中圧水銀灯からの紫外線に、それぞれ１分および２分の間、そ
のスラブを曝した。その水銀灯からサンプルまでの距離は１０ｃｍであった。硬化したサ
ンプルは、表Ｉに示す特性を示した。
【００３８】
【表１】
表Ｉ
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【００３９】
実施例２
ラバーミルで、アクリレートラバー（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｚｅｏｎ　ＫＫから入手可能なエチ
ルアクリレートホモポリマー、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は３６である）
９２．５部、トリメチロールプロパントリアクリレート７．５部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登
録商標）１８００光開始剤（７５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと
、２５重量％ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニル
ホスフィンオキシドの混合物であり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙから入手可能である）０．７
５部、およびＮａｕｇａｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジ
メチル－ベンジル）ジフェニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能
である）０．５部を混合することにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物を調製
した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形す
ることにより６ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。８０ワット／ｃｍで波長がおよそ２
５０～４００ｎｍである照射を発する中圧水銀灯からの紫外線に、それぞれ１分および２
分の間、そのスラブを曝した。その水銀灯から１０ｃｍに配置したサンプルにおいて硬化
を行った。硬化したサンプルは、表ＩＩに示す特性を示した。
【００４０】
【表２】
表ＩＩ

【００４１】
実施例３
ラバーミルで、エチレンとビニルアセテートのコポリマー（エチレン含量は３２重量％、
１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は９である）９２．５部、トリメチロールプロ
パントリアクリレート７．５部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（７５
重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－ジメ
トキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシドの混合物であ
り、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部、およびＮａｕｇ
ａｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフ
ェニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０．５部を混合
することにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物を調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登
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録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することにより６ｍｍ厚の
未硬化のスラブを造形した。８０ワット／ｃｍで約２５０～４００ｎｍの照射を発する中
圧水銀灯からの紫外線に、２分の間、そのラバーシートのサンプルを曝した。その硬化プ
ロセスの間の水銀灯からサンプルの距離は１０ｃｍであった。硬化したサンプルは、表Ｉ
ＩＩに示す特性を示した。
【００４２】
【表３】

【００４３】
実施例４
ラバーミルで、エチレンとメチルアクリレートのコポリマー（エチレン含量は３４重量％
、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８である）８５部、および表ＩＶに示す成
分を混合することにより、本発明の３つの硬化可能な組成物、サンプル４Ａ、４Ｂおよび
４Ｃを調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型にお
いて成形することにより６ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。８０Ｗ／ｃｍのパワーで
波長がおよそ３００～４００ｎｍである照射を発する中圧水銀灯からの紫外線に、４分の
間、その得られたポリマースラブを曝した。そのサンプルの暴露は、水銀灯から１０ｃｍ
の距離であった。水銀灯に曝された表面および水銀灯と反対に面している表面のショアー
Ａ硬度を、６ｍｍ試験片に対して測定した。さらに、ＩＳＯ８１５に準拠して、その６ｍ
ｍスラブからダイスで型を抜いた試験片において、硬化した組成物の圧縮永久歪みを測定
した。結果を表ＩＶに示す。
【００４４】
【表４】

150℃で22時間、25％撓み
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【００４５】
実施例５および比較例Ａ
ラバーミルで、エチレンとメチルアクリレートのコポリマー（エチレン含量は３４重量％
、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８である）１００部、および表Ｖに示す成
分を混合することにより、本発明の３つの硬化可能な組成物、サンプル５Ａ、５Ｂおよび
５Ｃを調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型にお
いて成形することにより６ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。８０Ｗ／ｃｍのパワーで
波長がおよそ２５０～４００ｎｍである照射を発する中圧水銀灯からの紫外線に、２分の
間、その得られたポリマーを曝した。その硬化プロセスの間の水銀灯からサンプルの距離
は、１０ｃｍであった。水銀灯に曝された６ｍｍスラブの表面および水銀灯と反対に面し
ている表面のショアーＡ硬度を測定した。さらに、ＩＳＯ８１５に準拠して、その６ｍｍ
スラブからダイスで型を抜いた試験片において、硬化した組成物の圧縮永久歪みを測定し
た。ＩＳＯ３７Ｔ２に準拠して、２ｍｍ試験片において、引張強さ、モジュラス、および
破断時伸びを測定した。結果を表Ｖに示す。比較の目的のために、過酸化物硬化システム
を含有する組成物を調製した。この組成物もサンプル５Ａ～５Ｃと同じ方法で調製した。
サンプルＡと名づけられた組成物の成分はを表Ｖに示す。サンプルＡを１８０℃で４分間
にわたってプレス硬化し、そして硬化した組成物の物理的特性をサンプル５Ａ～５Ｃの物
理的特性と同一の方法で測定した。対照サンプルの圧縮成形は試験片におけるブリスター
の形成を招き、したがってそのサンプルの物理的特性を測定することは困難であった。
【００４６】
【表５】

150℃で１６８時間
25％撓み
1重量部
2ビス（ｔ－ブチルペルオキシ）ジイソプロピルベンゼン（不活性支持体において４０％
）
3破断時引張強さ
4１００％伸びにおけるモジュラス
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6破断時伸び
【００４７】
実施例６
ラバーミルで、エチレンとメチルアクリレートのコポリマー（エチレン含量は３４重量％
、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８である）８８部、トリメチロールプロパ
ントリアクリレート１２部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（７５重量
％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－ジメトキ
シベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシドの混合物であり、
Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部、およびＮａｕｇａｒ
ｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニ
ルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０．５部を混合する
ことにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物、サンプル６を調製した。Ｔｅｆｌ
ｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することにより６
ｍｍ厚および２ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。８０ワット／ｃｍで波長がおよそ３
００～４００ｎｍである照射を発する中圧水銀灯からの紫外線に、２４０秒の間、その２
ｍｍ厚のスラブと６ｍｍ厚のスラブとの両方のサンプルを曝した。その硬化プロセスの間
の水銀灯からサンプルの距離は１０ｃｍであった。その硬化したサンプルは、表ＶＩに示
した硬度および圧縮永久歪み特性を示した。その硬化した組成物の試験片をその６ｍｍス
ラブからダイスで型を抜き、そして圧縮永久歪み測定に使用した。引張強さ、モジュラス
、および破断時伸び測定用のサンプルをその２ｍｍスラブからダイスで型抜きした。物理
的特性を表ＶＩに示す。
【００４８】
【表６】
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【００４９】
実施例７
ラバーミルで、エチレンとメチルアクリレートのコポリマー（エチレン含量は３４重量％
、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８である）８８部、トリメチロールプロパ
ントリアクリレート１２部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（７５重量
％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－ジメトキ
シベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシドの混合物であり、
Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部、およびＮａｕｇａｒ
ｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニ
ルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０．５部を混合する
ことにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物、サンプル７を調製した。その組成
物を２０リットルのスチールドラム溶融室に入れた。１４０℃の温度で維持されたピスト
ンは、３．５バールの圧力で、その組成物をギアポンプに搬送する間に、その組成物を加
熱および軟化し、そのギアポンプは、工業用ロボットに取り付けられた容量測定塗布ガン
へと連続的に流れを供給した。１５秒未満の間に、その組成物を熱可塑性樹脂の自動車エ
ンジンカバーの溝に塗布した。その溝は総長がおよそ１．２ｍであった。波長がおよそ２
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５０～４００ｎｍであり、そしてパワーが１００Ｗ／ｃｍの範囲である中圧水銀灯の下に
そのカバーを運んだ。その水銀灯は硬化可能な組成物の表面からおよそ１５ｃｍであった
。暴露はおよそ４０秒であった。その組成物を十分に硬化し、５５～６０のショアーＡ硬
度を示した。
【００５０】
実施例８
ラバーミルで、ブタジエンとアクリロニトリルのコポリマー（アクリロニトリル含量は４
１重量％、１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８０である）９２．５部、トリメ
チロールプロパントリアクリレート７．５部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光
開始剤（７５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（
２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシド
の混合物であり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部、お
よびＮａｕｇａｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベ
ンジル）ジフェニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０
．５部を混合することにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物を調製した。Ｔｅ
ｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することによ
り２ｍｍ厚および６ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。波長がおよそ２５０～４００ｎ
ｍである照射を発する中圧水銀灯（８０Ｗ／ｃｍ）からの紫外線に、水銀灯から１０ｃｍ
の距離で、２分の間、得られた２ｍｍと６ｍｍのスラブを曝した。６ｍｍスラブの水銀灯
に曝した表面および水銀灯と反対に向いている表面のショアーＡ硬度を測定した。その２
ｍｍスラブからダイスで型を抜いた硬化した組成物の引張強さ、モジュラス、および破断
時伸びをＩＳＯ３７Ｔ２に準拠して測定した。結果を表ＶＩＩに示す。
【００５１】
【表７】

【００５２】
実施例９
ラバーミルで、ブタジエンとアクリロニトリルの水素化コポリマー（アクリロニトリル含
量は３３．５重量％；１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は７０；２重結合含量は
１％未満である）９２．５部、トリメチロールプロパントリアクリレート７．５部、Ｉｒ
ｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（７５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシル
フェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－ト
リメチルフェニルホスフィンオキシドの混合物であり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．
から入手可能である）０．７５部、およびＮａｕｇａｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤
（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａ
ｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０．５部を混合することにより、本発明の硬化可能な
エラストマー組成物を調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆
された金型において成形することにより２ｍｍ厚および６ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形



(20) JP 4350893 B2 2009.10.21

10

20

30

40

した。波長がおよそ２５０～４００ｎｍである照射を発する中圧水銀灯からの紫外線に、
水銀灯から１０ｃｍの距離で、２分の間、得られた２ｍｍと６ｍｍのスラブを曝した。６
ｍｍスラブの水銀灯に曝した表面および水銀灯と反対に向いている表面のショアーＡ硬度
を測定した。その２ｍｍスラブからダイスで型を抜いた硬化した組成物の引張強さ、モジ
ュラス、および破断時伸びをＩＳＯ３７Ｔ２に準拠して測定した。結果を表ＶＩＩＩに示
す。
【００５３】
【表８】

【００５４】
実施例１０
ラバーミルで、Ｔｈｅｒｂａｎ（登録商標）ＸＮ５３５Ｃ（ブタジエン、アクリロニトリ
ル、およびターモノマーの水素化ターポリマーであり、Ｂａｙｅｒ　ＡＧから入手可能で
ある）９２．５部、トリメチロールプロパントリアクリレート７．５部、Ｉｒｇａｃｕｒ
ｅ（登録商標）１８００光開始剤（７５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケ
トンと、２５重量％ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフ
ェニルホスフィンオキシドの混合物であり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可
能である）０．７５部、およびＮａｕｇａｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′
－ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ
．から入手可能である）０．５部を混合することにより、本発明の硬化可能なエラストマ
ー組成物を調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型
において成形することにより２ｍｍ厚および６ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。波長
がおよそ２５０～４００ｎｍである照射を発する中圧水銀灯（８０Ｗ／ｃｍ）からの紫外
線に、水銀灯から１０ｃｍの距離で、２分の間、得られた２ｍｍと６ｍｍのスラブを曝し
た。６ｍｍスラブの水銀灯に曝した表面および水銀灯と反対に向いている表面のショアー
Ａ硬度を測定した。その２ｍｍスラブからダイスで型を抜いた硬化した組成物の引張強さ
、モジュラス、および破断時伸びをＩＳＯ３７Ｔ２に準拠して測定した。結果を表ＩＸに
示す。
【００５５】
【表９】
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実施例１１
ラバーミルで、エチレンとメチルアクリレートのコポリマー（エチレン含量は３４重量％
；１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８である）９２．５部、ペンタエリトリト
ールテトラアクリレート（Ｓａｒｔｏｍｅｒ２９５、Ｓａｒｔｏｍｅｒ，Ｉｎｃ．から入
手可能である）７．５部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（７５重量％
１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－ジメトキシ
ベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシドの混合物であり、Ｃ
ｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部、およびＮａｕｇａｒｄ
（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフェニル
アミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０．５部を混合するこ
とにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物、サンプル１１Ａを調製した。Ｔｅｆ
ｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することにより
６ｍｍ厚および２ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。波長が２５０ｎｍを超える照射を
発する中圧水銀灯（８０Ｗ／ｃｍ）からの紫外線に、１２０秒の間、その２ｍｍ厚のスラ
ブのサンプルを曝した。同様に２４０秒の間、その６ｍｍ厚のスラブのサンプルを曝した
。その硬化プロセスの間の水銀灯からサンプルの距離は１０ｃｍであった。その硬化した
サンプルは、表Ｘに示した硬度および圧縮永久歪みを示した。その硬化した組成物の試験
片をその６ｍｍスラブからダイスで型を抜き、そして圧縮永久歪み測定に使用した。引張
強さ、モジュラス、および破断時伸び測定用のサンプルをその２ｍｍスラブからダイスで
型抜きした。物理的特性を表Ｘに示す。表Ｘに示した成分を使用してサンプル１１Ｂ、Ｃ
およびＤを同様に調製した。サンプル１１Ｂ～Ｄに対する試験結果も表Ｘに示す。
【００５７】
【表１０】
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に曝された表面（pts）1Ｓａｒｔｏｍｅｒ２９５（ペンタエリトリトールテトラアクリレ
ート、Ｓａｒｔｏｍｅｒ，Ｉｎｃ．から入手可能）
2Ｓａｒｔｏｍｅｒ３９９（ジペンタエリトリトールペンタアクリレート、Ｓａｒｔｏｍ
ｅｒ，Ｉｎｃ．から入手可能）
3室温でＩＳＯ　３７－Ｔ２に準拠して測定された応力／歪み特性
【００５８】
実施例１２
ラバーミルで、Ｔｈｅｒｂａｎ（登録商標）Ａ４３０７ラバー（ブタジエンとアクリロニ
トリルの水素化コポリマーであり、Ｂａｙｅｒ　ＡＧから入手可能である）９２．５部、
トリメチロールプロパントリアクリレート７．５部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８
００光開始剤（７５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％
ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオ
キシドの混合物であり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５
部、およびＮａｕｇａｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメ
チルベンジル）ジフェニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能であ
る）０．５部を混合することにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物、サンプル
１２Ａを調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型に
おいて成形することにより２ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。波長が２５０ｎｍを超
える照射を発する中圧水銀灯（８０Ｗ／ｃｍ）からの紫外線に、水銀灯から１０ｃｍの距
離で、４分の間、得られた２ｍｍスラブを曝した。その２ｍｍスラブからダイスで型を抜
いた硬化した組成物のショアーＡ硬度、引張強さ、モジュラス、および破断時伸びをＩＳ
Ｏ３７Ｔ２に準拠して室温で測定した。結果を表ＸＩに示す。表ＸＩに示された割合の成
分を使用して、２つのさらなる本発明の組成物、サンプル１２Ｂおよび１２Ｃを同様の方
法で調製した。サンプル１２Ａに対して記載したように試験片を調製し、そして結果を表
ＸＩに示す。
【００５９】
【表１１】
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１５０℃空気中で１６８時間
【００６０】
実施例１３
ポリマー成分としてＴｈｅｒｂａｎ（登録商標）Ａ４３０７の代わりにＴｈｅｒｂａｎ（
登録商標）ラバーＡ４３６７（ブタジエンとアクリロニトリルの水素化コポリマー、Ｂａ
ｙｅｒ　ＡＧから入手可能である；アクリロニトリル含量は４３重量％；１００℃でＭＬ
（１＋４）のムーニー粘度は７０；２重結合含量は５．５％である）９２．５部を使用し
た以外は、実質的に、サンプル１２Bと同一の方法で、および同一の成分を使用して、本
発明の硬化可能なエラストマー組成物、サンプル１３を調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商
標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することにより２ｍｍ厚の未硬
化のスラブを造形した。波長が２５０ｎｍを超える照射を発する中圧水銀灯（８０Ｗ／ｃ
ｍ）からの紫外線に、水銀灯から１０ｃｍの距離で、４分の間、得られた２ｍｍスラブを
曝した。その２ｍｍスラブからダイスで型を抜いた硬化した組成物の引張強さ、モジュラ
ス、および破断時伸びをＩＳＯ３７Ｔ２に準拠して室温で測定した。結果を表ＸＩIに示
す。サンプル１２Ａに対して記載したように試験片を調製し、そして結果を表ＸＩＩに示
す。
【００６１】
【表１２】

１５０℃空気中で１６８時間
【００６２】
実施例１４
ラバーミルで、Ｅｌｖａｌｏｙ（登録商標）７４２樹脂改質剤（ビニルアセテート単位２
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８．５重量％および一酸化炭素単位９重量％を含有するエチレン、ビニルアセテートおよ
び一酸化炭素のコポリマーであり、メルトインデックスが３５ｇ／１０分であり、E. I. 
du Pont de Nemours and Co.から入手可能である）９２．５部、トリメチロールプロパン
トリアクリレート７．５部、およびＩｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（７
５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－ジ
メトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシドの混合物で
あり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部を混合すること
により、本発明の硬化可能なエラストマー組成物、サンプル１４Ａを調製した。Ｔｅｆｌ
ｏｎ（登録商標）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することにより２
ｍｍ厚の未硬化のスラブを造形した。波長が２５０ｎｍを超える照射を発する水銀灯（８
０Ｗ／ｃｍ）からの紫外線に、水銀灯から１０ｃｍの距離で、２分の間、得られた２ｍｍ
スラブを曝した。水銀灯に曝した表面および水銀灯と反対に向いている表面のショアーＡ
硬度を測定した。その２ｍｍスラブからダイスで型を抜いた硬化した組成物の引張強さ、
モジュラス、および破断時伸びをＩＳＯ３７Ｔ２に準拠して測定した。結果を表ＸＩＩＩ
に示す。さらに、サンプル１４Ｂおよび１４Ｃを同様の方法で調製し、そして試験した。
サンプル１４Ｂは、ポリマー成分として、Ｅｌｖａｌｏｙ（登録商標）ＨＰ６６１樹脂改
質剤（ブチルアクリレート単位２９重量％および一酸化炭素単位１０重量％を含有するエ
チレン、ブチルアクリレートおよび一酸化炭素のコポリマーであり、メルトインデックス
が１２ｇ／１０分であり、E. I. du Pont de Nemours and Co.から入手可能である）を含
有した。サンプル１４Ｃは、ポリマー成分として、Ｅｌｖａｌｏｙ（登録商標）ＡＳ樹脂
改質剤（ｎ－ブチルアクリレート単位２８重量％およびグリシジルメタクリレート単位５
．２５重量％を含有するエチレン、ｎ－ブチルアクリレートおよびグリシジルメタクリレ
ートのコポリマーであり、メルトインデックスが１２ｇ／１０分であり、E. I. du Pont 
de Nemours and Co.から入手可能である）を含有した。物理的試験結果を表ＸＩＩＩに示
す。
【００６３】
【表１３】

１２５℃で７０時間
【００６４】
実施例１５
ラバーミルで、エチレンとメチルアクリレートのコポリマー（エチレン含量は３４重量％
；１００℃でＭＬ（１＋４）のムーニー粘度は８である）９０．３部、トリメチロールプ
ロパントリアクリレート８．４６部、Ｉｒｇａｃｕｒｅ（登録商標）１８００光開始剤（
７５重量％１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンと、２５重量％ビス（２，６－
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ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルフェニルホスフィンオキシドの混合物
であり、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ，Ｌｔｄ．から入手可能である）０．７５部、Ｎａｕｇａ
ｒｄ（登録商標）４４５酸化防止剤（４，４′－ジ（α，α－ジメチルベンジル）ジフェ
ニルアミンであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）０．４９部、およ
びＣｅｌｏｇｅｎ（登録商標）ＯＴ発泡剤［ｐ，ｐ′－オキシビス（ベンゼンフルホニル
ヒドラジドであり、Ｕｎｉｒｏｙａｌ，Ｉｎｃ．から入手可能である）５部を混合するこ
とにより、本発明の硬化可能なエラストマー組成物を調製した。Ｔｅｆｌｏｎ（登録商標
）フルオロポリマー樹脂で被覆された金型において成形することにより２ｍｍ厚の未硬化
のスラブを造形した。波長が２５０ｎｍを超える照射を発する中圧水銀灯（８０Ｗ／ｃｍ
）からの紫外線に、４分の間、そのスラブを曝した。水銀灯からサンプルの距離は１０～
１５ｃｍであった。紫外線暴露の終わりにおける硬化したサンプルの温度は、１４０～１
５０℃であった。スキン層付き独立気泡構造を有する発泡体は、０．３ｇ／ｃｍへと下が
った比重を有して形成された。
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